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研修・学習会などにご利用ください
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北河内地区協議会（上）と河南地区協議会のとりくみ

　１月16日、堺労連は大阪労連福岡議長を講師に
「25春闘　物価高騰を上回る賃上げを」テーマに学
習会を開催。参加者全員で地域と単産、民間と公務
が一体となって春闘勝利に向けて頑張ろうと意思統
一しました。

堺
労
連　

春
闘　
　
　
　

堺
労
連　

春
闘　
　
　
　

キ
ッ
ク
オ
フ
集
会
を
開
催

キ
ッ
ク
オ
フ
集
会
を
開
催

　１月19日、公契約法の実現をめざす大阪懇談会
は、吹田市と懇談を実施。懇談の中で当局は「公共
工事の8割以上、地元企業が落札している。国が公
契約法を制定することは賛成する」と回答。引き続
き対話を重ねていくことが重要となっています。

公契約懇談会　吹田市と懇談を実施公契約懇談会　吹田市と懇談を実施

　１月22日に核兵器禁止条約が発効４周年を迎える
にあたり、大阪原水協は１月19日に、日本政府が核
兵器禁止条約に参加することを求めて署名宣伝行動
を実施。「被爆国日本こそ核廃絶を求めるべきだ」
と訴えました。

日
本
は
核
兵
器
禁
止
条
約

日
本
は
核
兵
器
禁
止
条
約

に
参
加
せ
よ
！　
　
　
　

に
参
加
せ
よ
！　
　
　
　

国民の要求が実現できる政治を！国民の要求が実現できる政治を！

　国民大運動大阪実行委員会と他２団体は１月27
日、通常国会への要求宣伝を実地。「要求が実現で
きる国会にしよう」「物価高騰から国民を守る政治
に変えよう」「軍事費を減らし医療・教育を充実さ
せよう」とそれぞれの弁士が訴えました。

福岡議長

物
価
高
か
ら
生
活
守
れ
！
大
幅
賃
上
げ
を
！

物
価
高
か
ら
生
活
守
れ
！
大
幅
賃
上
げ
を
！

万
博
・
カ
ジ
ノ
で
な
く
震
災
被
災
者
支
援
・
復
興
！

催
し
、
京
橋
な
ど
３
カ
所
で

の
宣
伝
と
、
ビ
ジ
ネ
ス
街
な

ど
を
宣
伝
カ
ー
７
台
が
運
行

し
ま
し
た
。

　

宣
伝
終
了
後
は
野
崎
公
園

か
ら
梅
田
ま
で
「
大
幅
賃
上

げ
を
実
現
し
よ
う
」「
労
基

法
の
改
悪
反
対
」「
万
博
や

め
て
復
興
に
ま
わ
せ
」「
戦

争
す
る
国
づ
く
り
反
対
」
と

ア
ピ
ー
ル
し
な
が
ら
ラ
ン
チ

タ
イ
ム
デ
モ
を
行
い
ま
し

た
。

　

意
思
統
一
集
会
で
福
岡
議

長
は
「
経
団
連
の
経
労
委
報

告
で
は
、
労
働
者
の
７
割
が

働
く
中
小
企
業
の
賃
上
げ
が

欠
か
せ
な
い
と
し
、『
賃
金

は
上
が
っ
て
い
く
も
の
』

『
価
格
転
嫁
と
販
売
価
格
ア

ッ
プ
を
受
け
入
れ
る
』
こ
と

を
社
会
的
規
範
と
し
て
浸
透

さ
せ
る
必
要
が
あ
る
と
し
て

い
る
が
、
本
気
で
取
り
組
む

と
は
思
え
な
い
、
特
に
『
分

厚
い
中
間
層
の
形
成
』
と
言

い
な
が
ら
、
中
高
年
の
記
載

は
一
切
な
い
。
懇
談
し
た
関

川
成
評
議
員
（
医
労
連
）

　

春
闘
で
は
月
額
５
万
円
以

上
、
時
給
３
０
０
円
以
上
の

要
求
を
掲
げ
て
闘
う
。
労
基

研
の
報
告
書
通
り
で
は
医
療

の
人
員
不
足
、
長
時
間
労
働

に
拍
車
を
か
け
、
医
療
崩
壊

に
な
る
。
賃
上
げ
と
人
員
配

置
増
、
報
酬
臨
時
改
定
を
目

指
し
、
財
務
省
、
経
団
連
へ

の
要
請
行
動
も
行
う
。

村
田
評
議
員
（
化
学
一
般
）

春
闘
で
は
、
物
価
上
昇
分

を
上
回
る
賃
上
げ
要
求
と
回

答
引
き
出
し
に
向
け
て
要
求

の
掘
り
起
こ
し
、
職
場
実
態

の
把
握
と
レ
ク
に
も
と
り
く

み
、
地
域
と
一
体
と
な
っ
て

地域と産別が一体となって
意見書採択運動を進めよう

最低賃金法改正・中小企業支援の
拡充、公契約条例の制定をめざし

　

大
阪
労
連
と
大
阪
春
闘
共

闘
委
員
会
は
１
月
29
日
に
２

０
２
５
国
民
春
闘
勝
利
を
め

ざ
す
「
怒
り
の
労
働
者
総
行

動
」
に
と
り
く
み
ま
し
た
。

早
朝
は
大
阪
市
内
の
主
要
タ

ー
ミ
ナ
ル
で
宣
伝
行
動
、
そ

の
後
、
意
思
統
一
集
会
を
開

大
幅
賃
上
げ
！

万
博
・
カ
ジ
ノ
ス
ト
ッ
プ
！

憲
法
を
守
ろ
う
！

第
57
回
評
議
員
会

2025年国民春闘勝
利！

2025年国民春闘勝
利！

て
い
る
。
危
険
性
に
つ
い
て

知
っ
た
う
え
で
万
博
遠
足
の

反
対
運
動
を
広
げ
て
い
く
。

　

さ
ら
に
、
是
枝
評
議
員

（
年
金
者
組
合
）「
年
金
制

度
改
善
の
た
た
か
い
に
つ
い

て
」、
池
辺
評
議
員
（
非
正

規
労
働
者
部
会
）「
非
正
規

労
働
者
部
会
の
と
り
く
み
に

つ
い
て
」、
東
評
議
員
（
門

真
労
連
）「
門
真
市
職
労
の

懲
戒
処
分
事
件
に
つ
い

て
」、
春
崎
評
議
員
（
岸
和

田
労
連
）「
岸
和
田
市
政
の

問
題
に
つ
い
て
」
の
発
言
が

あ
り
ま
し
た
。

　

大
阪
労
連
は
１
月
18
日
に

第
57
回
評
議
員
会
を
開
催

し
、
25
国
民
春
闘
を
た
た
か

う
方
針
を
確
立
し
ま
し
た
。

　

福
岡
議
長
は
「
25
春
闘
で

は
、
労
働
組
合
が
力
を
強
め

交
渉
で
物
価
高
を
上
回
る
賃

上
げ
を
勝
ち
取
ろ
う
」
と
力

強
く
挨
拶
し
ま
し
た
。
そ
の

あ
と
25
国
民
春
闘
方
針
の
提

案
な
ど
が
あ
り
、
討
論
で

は
、
10
組
織
か
ら
発
言
が
あ

り
ま
し
た
。

島
村
評
議
員（
福
祉
保
育
労
）

　

国
は
政
策
で
処
遇
改
善
を

図
っ
た
が
、
実
際
の
賃
上
げ

に
繋
が
っ
て
い
な
い
。
す
べ

て
の
福
祉
労
働
者
が
立
ち
上

が
る
こ
と
を
呼
び
か
け
、
福

保
労
だ
け
の
声
で
な
く
、
社

会
的
な
声
で
あ
る
こ
と
を
確

認
し
て
、
み
ん
な
で
た
た
か

う
春
闘
に
し
て
い
く
。

山
田
評
議
員（
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
）

　

春
闘
で
は
す
べ
て
の
労
働

者
の
賃
上
げ
を
目
指
す
。
ま

た
、
労
働
時
間
の
短
縮
を
要

求
す
る
。
ジ
ョ
ブ
型
賃
金
や

成
果
主
義
賃
金
の
導
入
に
職

場
で
反
対
し
て
い
く
。
春
闘

の
た
た
か
い
と
と
も
に
組
織

拡
大
・
強
化
も
進
め
る
。

す
べ
て
の
労
働
者
の
賃
上
げ

と
職
場
改
善
を
勝
ち
取
っ
て

い
く
。

寺
内
評
議
員
（
自
治
労
連
）

　

秋
闘
で
、
初
任
給
の
引
き

上
げ
と
一
時
金
支
給
月
数
の

引
き
上
げ
な
ど
や
会
計
年
度

任
用
職
員
の
勤
勉
手
当
支
給

を
勝
ち
取
り
、
組
織
拡
大
に

繋
が
っ
た
。
春
闘
で
は
、
人

事
評
価
制
度
の
問
題
点
を
明

ら
か
に
し
、
廃
止
を
求
め
る

運
動
を
追
求
す
る
。
万
博
・

カ
ジ
ノ
中
止
と
い
う
世
論
を

広
げ
る
こ
と
で
、
大
災
害
か

ら
府
民
の
い
の
ち
・
暮
ら
し

　

大
阪
労
連
は
、
府
内
の
市

町
村
の
２
、
３
月
議
会
で

「
最
低
賃
金
法
の
改
正
と
中

小
企
業
支
援
策
の
拡
充
を
求

め
る
意
見
書
」
と
「
公
契
約

条
例
の
制
定
を
求
め
る
意
見

書
」
の
採
択
を
め
ざ
し
、
意

見
書
採
択
運
動
を
地
域
と
単

産
が
一
体
と
な
っ
て
進
め
よ

う
と
提
起
し
て
い
ま
す
。

大
阪
市
地
区
協
議
会
は
１

月
16
日
に
大
阪
市
会
の
会

派
、
市
民
と
つ
な
が
る
・
く

ら
し
が
第
一
、
共
産
党
、
大

阪
維
新
の
会
、
28
日
に
は
公

明
党
と
そ
れ
ぞ
れ
懇
談
し
ま

し
た
。
北
河
内
地
区
協
議
会

は
、
１
月
21
日
に
意
見
書
採

択
運
動
の
意
思
統
一
会
議
を

地
域
労
連
や
単
産
の
代
表
者

が
集
ま
っ
て
開
催
。
１
月
30

日
と
31
日
に
各
議
会
事
務
局

に
意
見
書
を
提
出
し
て
、
２

月
上
旬
に
各
会
派
と
の
懇

談
、
各
市
の
本
議
会
開
催
日

に
早
朝
宣
伝
を
行
う
こ
と
を

確
認
し
ま
し
た
。
河
南
地
区

協
議
会
は
、
１
月
25
日
に
富

田
林
市
民
会
館
に
て
、
河
南

地
域
の
自
治
体
議
会
の
議
員

に
参
加
を
呼
び
か
け
「
最
賃

公
契
約
問
題
議
員
懇
談
会
」

を
開
催
。
豊
能
地
区
協
議
会

は
１
月
29
日
に
豊
中
市
議
会

の
共
産
党
と
懇
談
、
引
き
続

き
他
会
派
と
懇
談
予
定
。

　

大
阪
労
連
で
は
、
府
議
会

の
各
会
派
と
の
懇
談
を
進
め

て
い
ま
す
。
１
月
23
日
民
主

ネ
ッ
ト
、
１
月
24
日
日
本
共

産
党
、
１
月
27
日
大
阪
な
に

わ
の
和
、
１
月
28
日
無
所
属

の
方
と
懇
談
を
行
い
ま
し

た
。

　

他
の
地
域
で
も
意
見
書
採

択
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
引
き
続

き
、
地
域
と
単
産
が
一
体
と

な
っ
て
最
賃
法
改
正
・
中
小

企
業
支
援
の
拡
充
を
目
指

し
、
意
見
書
採
択
運
動
を
進

め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

西
経
済
同
友
会
・
大
阪
商
工

会
議
所
で
も
『
中
高
年
に
つ

い
て
は
、
リ
ス
キ
リ
ン
グ
で

付
加
価
値
を
つ
け
る
こ
と
が

必
要
』
と
一
方
的
な
暴
言
。

ま
た
、
政
府
は
労
基
法
を
改

正
し
て
、
労
使
の
話
し
合
い

で
労
基
法
以
下
の
条
件
を
決

め
る
こ
と
を
容
認
し
よ
う
と

し
て
い
る
、
こ
れ
は
憲
法
違

反
。
誰
も
が
人
間
ら
し
く
働

き
、
普
通
に
働
け
ば
ま
と
も

に
暮
ら
せ
る
職
場
と
社
会
を

つ
く
っ
て
い
く
た
め
に
、
大

幅
賃
上
げ
を
実
現
す
る
春
闘

に
し
よ
う
」
と
力
強
く
呼
び

か
け
ま
し
た
。

　

デ
モ
終
了
後
は
、
関
西
経

済
連
合
会
、
大
阪
府
、
労
働

局
、
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協

会
と
の
懇
談
を
行
い
ま
し

た
。

　

ま
た
、
府
内
各
地
域
で
も

早
朝
宣
伝
や
宣
伝
カ
ー
運
行

が
と
り
く
ま
れ
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
職
場
・
地
域
か

ら
声
を
上
げ
て
25
春
闘
勝
利

に
向
け
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

2025国民春闘勝
利！

2025国民春闘勝
利！

1・29怒りの労働
者総行動

1・29怒りの労働
者総行動

を
守
る
こ
と
を
最
優
先
す
る

公
共
を
取
り
戻
す
運
動
を
推

進
す
る
。

原
田
評
議
員
（
大
教
組
）

　

教
員
の
欠
員
や
病
欠
の
増

加
に
よ
り
、
学
校
運
営
に
大

き
な
影
響
が
出
て
い
る
。
大

幅
な
教
員
の
補
充
を
要
求
す

る
。
危
険
な
万
博
遠
足
は
自

治
体
に
よ
っ
て
行
か
な
い
と

決
め
た
と
こ
ろ
が
増
え
て
き

　

討
論
の
あ

と
、
春
闘
方

針
を
満
場
一

致
で
確
立

し
、最
後
に
、

福
岡
議
長
の

団
結
ガ
ン
バ

ロ
ー
で
評
議

員
会
を
終
え

ま
し
た
。


